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重
点
政
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
子
育
て
支
援
と
教
育
」「
環
境

共
生
」「
産
学
公
連
携
」
の
三

点
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
財
政
健
全
化
に
向
け

て
市
債
の
発
行
額
を
十
九
年
度

に
対
し
、
七
十
一
億
円
減
少
さ

せ
る
と
と
も
に
全
会
計
の
市
債

残
高
見
込
み
は
、
現
行
会
計
制

度
（
昭
和
39
年
か
ら
）
以
来
、

初
め
て
減
少
し
ま
し
た
。

  

京
都
市
議
会
で
は
自
民
党
の

田
中
セ
ツ
子
議
員
を
委
員
長
と

す
る
、
職
員
不
祥
事
に
関
す
る

調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

付
議
事
件
で
あ
る
「
不
祥
事
根

絶
に
向
け
た
京
都
市
職
員
の
意

識
改
革
の
徹
底
と
職
場
風
土
の

刷
新
に
関
す
る
こ
と
」
に
つ
い

て
論
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

論
議
の
主
な
点
は
、

　

①
大
綱
に
掲
げ
る
取
り
組
み

の
完
遂
に
つ
い
て　

　

②
技
能
労
務
職
の
業
務
の
見

直
し
、
再
構
築
に
つ
い
て　

　

③
職
場
に
市
民
の
感
覚
、
目

線
が
入
る
よ
う
な
仕
組
み
の
構

築
に
つ
い
て　

　

④
信
賞
必
罰
の
更
な
る
徹
底

に
つ
い
て　

　

⑤
管
理
監
督
責
任
の
厳
格
化

に
つ
い
て
|
で
あ
り
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
特
に
自
民
党
か
ら

は
「
市
長
に
お
い
て
不
祥
事
を

発
生
さ
せ
な
い
厳
格
な
制
度
の

構
築
を
一
年
以
内
に
必
ず
実
行

し
、
負
託
を
受
け
た
市
民
と
の

約
束
を
果
た
す
こ
と
」
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

（
前
列
右
か
ら
）

寺
田
一
博　
上
京
区

田
中
セ
ツ
子　
南　

区

小
林
正
明　
北　

区

井
上
与
一
郎　
右
京
区

富　

き
く
お　
山
科
区

巻
野　

渡　
左
京
区

橋
村
芳
和　
伏
見
区

西
脇
尚
一　
下
京
区

椋
田
知
雄　
南　

区

山
元
あ
き　
右
京
区

津
田
大
三　
中
京
区

加
地　

浩　
北　

区

繁　

隆
夫　
伏
見
区

内
海
貴
夫　
東
山
区

髙
橋
泰
一
朗　
伏
見
区

加
藤
盛
司　
中
京
区

田
中
明
秀　
西
京
区

𠮷
井
あ
き
ら　
山
科
区

大
西　

均　
左
京
区

中
村
三
之
助　
上
京
区

西
村
義
直　
西
京
区

田
中
英
之　
右
京
区

山
本
惠
一　
北　

区

（
後
列
右
か
ら
）

（
二
列
目
右
か
ら
）

不
祥
事
根
絶
へ
の
取
り
組
み
リ
ー
ド

一 般 会 計 ６８９５億円
特 別 会 計 ６９４７億円
公営企業会計 ３２９８億円

市
役
所
玄
関
に
勢
ぞ
ろ
い
し
た
23
人
の
自
民
党
市
会
議
員
団

1兆7141億円

　

五
月
市
会
で
は
、
二
月
市
会
の
骨
格
予
算
に
対
し
、
門
川
カ
ラ
ー
を

反
映
し
た
政
策
が
盛
り
込
ま
れ
、
一
般
会
計
の
補
正
額
約
三
百
億
円
を

中
心
と
す
る
二
十
年
度
予
算
の
審
議
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

20
年
度
肉
付
補
正
予
算

市民の目線で調査活動

﹇
参
考
﹈

　

補
正
前
の
骨
格
予
算
額
は
次

の
通
り
。　　

一
般
会
計　
　

６
５
９
５
億
円

特
別
会
計　
　

６
７
８
８
億
円

公
営
企
業
会
計
３
２
７
１
億
円

合
計　
　
　

１
６
６
５
５
億
円

総額

「子育て支援と教育」「環境共生」「産学公連携」重点
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津
田
大
三
議
員
（
質
問
）
わ
が
党

は
同
和
問
題
が
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い

た
時
か
ら
同
和
政
策
に
つ
い
て
指
摘

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
同
和

行
政
終
結
後
の
行
政
の
在
り
方
の
総

点
検
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
予
算
も

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
同
和
行

政
終
了
後
の
残
る
問
題
に
、
は
っ
き

り
と
し
た
道

筋
を
立
て
る

も
の
だ
と
期

待
し
て
い

る
。
そ
の
中

で
自
立
促
進

援
助
金
、
市

立
浴
場
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、

改
良
住
宅
の

建
て
替
え
な

ど
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に

自
立
促
進
援

助
金
に
つ
い

て
は
二
月
の
骨
格
予
算
に
も
今
回
の

補
正
予
算
で
も
計
上
が
見
送
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
早
急
に
市
民
に
理
解

さ
れ
る
結
論
を
出
す
と
い
う
事
だ
と

考
え
ま
す
。
そ
の
具
体
的
な
日
程
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
総
点
検
委
員
会
で
の
議
論

の
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
を
放
置

す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
現
在
使
わ
れ
て
い
な
い
夜

間
や
休
日
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
柔
軟
な
運
用
等
は
す
ぐ
に
で

も
対
応
し
て
い
け
る
と
考
え
ま
す
が

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
自
立
促

進
援
助
金
制
度
は
、
市
民
的
理
解
が

得
ら
れ
る
結
論
を
早
急
に
見
出
す
必

要
が
あ
り
、
総
点
検
委
員
会
に
お
い

て
、
年
度
前
半
を
め
ど
に
中
間
報
告

を
い
た
だ
き
、
直
ち
に
是
正
・
改
革

を
断
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
抜
本
的
な
検
討
を
お
願
い
し
て

お
り
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

活
用
な
ど
、
見
直
し
を
速
や
か
に
進

め
て
参
り
ま
す
。

津
田
大
三
議
員
（
中
京
区
）

同
和
行
政
終
結
後
の
行
政

同
和
行
政
終
結
後
の
行
政

今春完成した「うるおい館」　崇仁コミュニティーセンター
を含む（下京区）

市民的理解を
明確な結論期待
自立促進援助金

　

津
田
大
三
議
員
（
質
問
）
今
回
の

補
正
予
算
で
は
、
子
育
て
支
援
を
施

策
の
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
た
。
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
は
近
年
大
き
く

変
貌
し
て
き
ま
し
た
。
国
で
の
施
策

も
あ
る
一
定
の
効
果
を
上
げ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
政
府
は
新
待
機
児
童
ゼ

ロ
作
戦
で
児
童
館
を
三
倍
に
保
育
所

を
二
倍
に
す
る
プ
ラ
ン
を
出
し
ま
し

た
。
今
後
ど
の
よ
う
に
子
育
て
支
援

を
進
め
て
い
か
れ
る
の
か
お
答
え
く

だ
さ
い
。

　

他
方
、
今
補
正
予
算
で
打
ち
出
さ

れ
た
三
人
目
以
降
の
保
育
料
及
び
幼

稚
園
費
の
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
残

念
な
が
ら
市
民
と
の
共
感
は
得
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
の
拡
充
に
つ
い

て
要
望
し
ま
す
。
ま
た
、
近
年
急
増

し
て
い
る
発
達
障
害
児
に
つ
い
て
、

早
期
発
見
、
早
期
療
養
が
最
適
で
あ

り
ま
す
が
、
現
実
問
題
と
し
て
そ
う

い
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
補
正
予
算
に
新
た
に
療
養
型
の
施

設
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
い
っ

た
施
設
の
更
な
る
拡
充
に
は
ど
ん
な

決
意
で
取
り
組
ま
れ
る
の
か
、
第
二

児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
も
含
め
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　

今
井
豊
嗣
子
育
て
支
援
政
策
監

（
答
弁
）来
年
度
、新「
京（
み
や
こ
）・

子
ど
も
い
き
い
き
プ
ラ
ン
」
を
改
定

し
、国
の
「
新
待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
」

等
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
融

合
を
図
り
、
総
合
的
か
つ
効
果
的
な

子
育
て
支
援
策
を
盛
り
込
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
発
達
障
害
に
つ
い
て
は
療

育
児
童
の
増
加
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
今
年
度
新
た
に
発
達
障
害
児
等

療
育
教
室
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
二
児
童
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
は
、
関
係
者
と
も
十
分
議

論
の
う
え
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、

基
本
構
想
を
取
り
ま
と
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

津
田
大
三
議
員
（
質
問
）
昨
年
の

十
月
に
、「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
な

か
戦
略
」
の
一
環
と
し
て
、
大
規
模

な
社
会
実
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

様
々
な
ご
意
見
が
出
さ
れ
た
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。
門
川
市
長
は
、
自
ら

の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
「
公
共

交
通
優
先
の「
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
」

を
実
現
し
ま
す
。
環
境
、
観
光
、
健

康
の
観
点
か
ら
脱
「
ク
ル
マ
中
心
」

社
会
を
目
指
し
た
総
合
交
通
戦
略
を

策
定
し
、
推
進
し
ま
す
」
と
掲
げ
て

お
ら
れ
ま
す
。
今
予
算
に
お
い
て
、

「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」
総
合
交
通
戦

略
（
仮
称
）
の
策
定
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
総
合
交
通
戦
略
は

ど
こ
に
視
点
を
置
い
た
も
の
と
な
る

の
か
。
ま
た
、
そ
の
中
で
「
歩
い
て

楽
し
い
ま
ち
な
か
戦
略
」
は
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
社
会
実
験
に

お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
を
ど

の
よ
う
に
解
決
す
る
の
か
。
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
含
め
て
お
答
え
く

だ
さ
い
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）「
歩
く

ま
ち
・
京
都
」
の
実
現
に
は
、
幅
広

い
行
政
分
野
で
横
断
的
に
交
通
ま
ち

づ
く
り
政
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、「『
歩
く
ま
ち
・

京
都
』
総
合
交
通
戦
略
（
仮
称
）」

を
来
年
の
夏
を
目
途
に
策
定
い
た
し

ま
す
。
そ
の
具
体
策
の
一
つ
が
「
歩

い
て
楽
し
い
ま
ち
な
か
戦
略
」
で
あ

り
、
昨
年
の
社
会
実
験
に
お
け
る
課

題
の
解
決
に
向
け
実
証
実
験
を
実
施

し
、
平
成
二
十
一
年
度
の
具
体
化
に

向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

「
歩
く
ま
ち
・
京
都
」

と
総
合
交
通
戦
略

子
育
て
支
援
ど
う
進
め
る

津田大三議員の質問項目
・不祥事根絶に向けた決意
・補正予算編成への思いと市政運営の方向性
・行財政改革の取組と財政健全化の見通し
・同和行政終結後の行政の在り方
・子育て支援の進め方
・発達障害児への支援
・町家の保全・再生と観光振興
・「歩くまち・京都」の推進

　

平
成
二
十
年
五
月
市
会
定
例
会
に

お
き
ま
し
て
、
歴
史
と
伝
統
あ
る
第

七
十
四
代
京
都
市
会
議
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
日
、
議
会
の
果
た
す
役
割
は
こ

れ
ま
で
に
な
く
大
き
く
、
我
々
市
会

議
員
も
、
門
川
市
長
と
良
い
意
味
で

の
緊
張
関
係
を
保
ち
つ
つ
、一
方
で
、

行
政
に
対
す
る
監
視
機
能
を
一
層
発

揮
し
、
時
代
に
対
応
す
る
議
会
の
権

能
強
化
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
京
都
市
政
の

発
展
に
向
け
て
全
力
を
挙
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
議
員
と
し
て
の

見
識
、
能
力
を
さ
ら
に
高
め
、
勉
強

の
成
果
を
議
員
同
士
が
共
有
し
、
意

見
交
換
な
ど
を
通
じ
、
議
会
全
体
が

さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、

政
策
や
政
策
決
定
に
至
る
プ
ロ
セ
ス

を
市
民
の
皆
様
に
よ
り
明
確
に
お
示

し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
こ

と
が
、
歴
代
議
長
の
も
と
で
進
め
ら

れ
て
き
た
「
市
民
に
開
か
れ
た
市

会
」、「
魅
力
あ
ふ
れ
る
市
会
」
づ
く

り
の
推
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
更
な
る
市
政
発
展
の

た
め
、
自
民
党
京
都
市
会
議
員
団
を

は
じ
め
と
す
る
市
会
議
員
と
と
も
に

全
力
で
頑
張
っ
て
ま
い
る
覚
悟
で
す

の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長席（手前）から望む市会本会議場

さらに　　　　
レベルアップ
する市会に

さらに　　　　
レベルアップ
する市会に

第
74
代
京
都
市
会
議
長

富

き
く
お
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山
本
惠
一
議
員
（
質
問
）
市
民
の

健
康
な
食
生
活
を
支
え
る
京
都
の
農

業
を
ど
の
よ
う
に
振
興
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ご
所
見
を
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
大
切
な

京
都
の
農
業
を
さ
ら
に
振
興
す
る
た

め
、
私
は
、
ま
ず
、
農
家
の
皆
様
が

培
わ
れ
て
き
た
高
い
生
産
技
術
力
を

生
か
し
、「
京
の
旬
野
菜
推
奨
事
業
」

な
ど
に
よ
り
地
産
地
消
を
一
層
進

め
、
京
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
さ
ら

に
高
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
産
緑
地
に
お

け
る
野
菜
振
興
対
策
の
ほ
か
、
本
年

度
か
ら
、
京
北
地
域
に
お
い
て
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
を
整
備
し
、
京
都
市
独
自

の
野
菜
で
、

市
場
評
価
の

高
い
、
葉
と

う
が
ら
し
の

「
京
唐
菜
」

や
小
型
ト
マ

ト
の
「
京
あ

か
ね
」
な
ど

の
生
産
拡
大

を
図
っ
て
参

り
ま
す
。
ま

た
、
野
菜
を

中
心
と
し
た

京
の
食
文
化

を
提
案
す
る

「
京
都
発
・

食
の
日
本
創

生
事
業
」
に
取
り
組
み
京
野
菜
の
消

費
拡
大
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

山
本
惠
一
議
員
（
質
問
）
公
共
の

建
物
な
ど
に
お
け
る
京
都
市
内
産
木

材
の
利
用
を
拡
大
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
が
、
市
長
の
御
意
見

を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　

門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
私
は
、

歴
史
あ
る
京
都
の
木
の
文
化
を
再
確

認
し
、
木
材
の
需
要
を
拡
大
し
て
、

地
域
林
業
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
こ

そ
、
山
紫
水
明
の
京
都
の
自
然
環
境

を
守
る
要
で
あ
る
と
考
え
、
教
育
長

時
代
か
ら
学
校
建
築
に
も
積
極
的
に

市
内
産
木
材
を
導
入
し
て
参
り
ま
し

た
。
ま
た
、
現
在
は
、
市
内
産
木
材

を
「
み
や
こ
杣
木
」
と
し
て
認
定
表

示
し
、
京
の
山
杣
人
工
房
事
業
な
ど

に
よ
り
、
町
家
等
の
個
人
住
宅
へ
の

利
用
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
森
林

組
合
を
中
心
と
す
る
木
材
の
安
定
供

給
体
制
の
強
化
や
コ
ス
ト
削
減
対
策

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
は
、
公

共
施
設
へ
の
利
用
促
進
を
率
先
し
て

行
い
、
全
庁
的
に
市
内
産
木
材
の
需

要
を
一
層
喚
起
す
る
方
針
で
す
。

　

山
本
惠
一
議
員
（
質
問
）「
ジ
ョ

イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
小
学
校
へ

の
導
入
を
は
じ
め
と
す
る
学
力
の
定

着
・
向
上
の
取
り
組
み
、
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
な
ご
所
見
を
お
持
ち
で

し
ょ
う
か
。
お
伺
い
を
致
し
ま
す
。

　

高
桑
三
男
教
育
長
（
答
弁
）
こ
の

ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
義
務

教
育
九
年
間
を
通
じ
た
系
統
的
・
計

画
的
な
指
導
こ
そ
が
、
子
ど
も
た
ち

の
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
理
念
の
下
、
小
・
中

学
校
の
校
長
会
が
連
携
し
て
進
め
て

き
た
小
中
一
貫
教
育
の
成
果
と
し

て
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑

な
接
続
の
基
礎
と
な
る
国
語
・
算
数

の
学
力
定
着
を
図
る
本
市
独
自
の
取

り
組
み
、
で
あ
り
ま
す
。
更
に
は
、

本
市
独
自
予
算
で
の
小
学
校
一
、
二

年
生
へ
の
三
十
五
人
学
級
、
中
学
校

三
年
生
へ
の
三
十
人
学
級
の
導
入
、

小
中
学
校
全
普
通
教
室
の
冷
房
化

等
、
学
力
向
上
に
向
け
た
全
て
の
学

校
の
教
育
条
件
の
充
実
に
努
め
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
そ

う
し
た
取
り
組
み
の
推
進
に
全
力
を

傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

京
都
市
内
産
木
材
を

積
極
的
に
利
用
拡
大

学
力
の
定
着
と
向
上

小
中
一
貫
取
り
組
み

代
表
質
疑
５　
　

月

定
例
市
会

　

山
本
惠
一
議
員
（
質
問
）
来
年
の

記
念
す
べ
き
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ボ
ス

ト
ン
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
五
十
周

年
に
は
京
町
家
の
素
晴
ら
し
さ
を
内

外
に
広
め
る
な
ど
、
五
十
周
年
に
ふ

さ
わ
し
い
取
り
組
み
を
京
都
か
ら
発

信
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が

で
す
か
。

　

山
崎
一
樹
副
市
長
（
答
弁
）
こ
の

三
十
年
間
の
実
績
を
踏
ま
え
、
本
市

と
ボ
ス
ト
ン
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携

五
十
周
年
を
機
に
、
京
町
家
の
素
晴

ら
し
さ
を
よ
り
幅
広
く
ボ
ス
ト
ン
市

民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
日
本

文
化
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
教
材

の
充
実
や
、
京
町
家
の
魅
力
を
紹
介

す
る
事
業
を
通
じ
て
、
ボ
ス
ト
ン
子

供
博
物
館
内
の
「
京
の
町
家
」
の
更

な
る
活
用
を
促
進
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
は
京
都
市
の
中
学
生

の
野
球
選
手
を
ボ
ス
ト
ン
市
に
派
遣

し
、
親
善
試
合
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
等

で
の
国
際
交
流
を
行
い
、
ま
た
、
来

年
は
ボ
ス
ト
ン
市
の
中
学
生
を
京
都

に
受
け
入
れ
る
日
米
青
少
年
野
球
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

地産地消進め

山本惠一議員の質問項目

・各区の次期基本計画

・地域農業の振興策

・市内産木材の利用拡大

・学力の定着・向上の取り組み

・ボストン市との姉妹都市締結５０周年事業

山
本
惠
一
議
員
（
北
区
）

京
都
の
農
業
さ
ら
に
振
興

京
都
の
農
業
さ
ら
に
振
興

パイプハウスも整備、葉とうがらしの「京唐菜」など
生産拡大を図る京北地域

野菜を中心とした
京の食文化を提案

京
町
家
の
魅
力
を
発
信

　

五
月
十
六
日
に
開
会
し
た
定
例
市
会
は
二
十
二
日
に
代
表
質
疑
が

行
わ
れ
、自
由
民
主
党
市
会
議
員
団
か
ら
津
田
大
三
議
員
（
中
京
区
）、

山
本
惠
一
議
員
（
北
区
）
の
二
氏
が
立
ち
ま
し
た
。

常　任　委　員　会 予算・決算特別委員会

経
済
総
務

く
ら
し
環
境

教
育
福
祉

ま
ち
づ
く
り
消
防

交
通
水
道

市
会
運
営
委
員
会

普　

通　
　

公
営
企
業
等

委
員
長

委
員
長

委　

員

副
委
員
長

小
林
正
明
小
林
正
明
中
村
三
之
助

西
村
義
直
西
脇
尚
一

津
田
大
三

大
西　

均
井
上
与
一
郎

津
田
大
三
椋
田
知
雄
𠮷
井
あ
き
ら

加
地　

浩

大
西　

均
加
地　

浩
田
中
英
之
寺
田
一
博
山
本
惠
一

繁　

隆
夫
繁　

隆
夫
田
中
明
秀
田
中
セ
ツ
子

橋
村
芳
和

加
藤
盛
司

中
村
三
之
助

内
海
貴
夫
加
藤
盛
司
髙
橋
泰
一
朗

富
き
く
お
巻
野　

渡

巻
野　

渡

加
地　

浩
津
田
大
三
寺
田
一
博
橋
村
芳
和
巻
野　

渡
山
元
あ
き

小
林
正
明

寺
田
一
博

繁　

隆
夫
田
中
明
秀
寺
田
一
博
富
き
く
お
西
村
義
直
西
脇
尚
一
橋
村
芳
和

井
上
与
一
郎

加
地　

浩
田
中
セ
ツ
子

田
中
英
之
津
田
大
三
中
村
三
之
助

山
本
恵
一

内
海
貴
夫
大
西　

均
加
藤
盛
司
髙
橋
泰
一
朗

巻
野　

渡
椋
田
知
雄
山
元
あ
き

𠮷
井
あ
き
ら

自民議員の所属委員会

※普通特別委員会の委員左欄は
　第１分科会、右欄は第２分科会
※市会運営委員会の巻野議員、
　橋村議員は理事

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員　

西
脇
尚
一

人

権

擁

護

委

員

委

員　

加
地
浩
、
田
中
英
之
、
津
田
大
三

都
市
計
画
審
議
会
委
員　

大
西
均
、
加
藤
盛
司
、
小
林
正
明
、
中
村
三
之
助

市
会
議
長　

富　

き
く
お　
監
査
委
員　

高
橋
泰
一
朗

【常任委員会の再編】
▽財政総務委員会は「経済総
務委員会」に名称変更。
▽文教委員会及び厚生委員会
を改編し、新たに「くらし
環境委員会」及び「教育福
祉委員会」を設置。
▽建設消防委員会は「まちづ
くり消防委員会」に名称変
更。

【常任委員会の所管】
▽経済総務委員会　総合企
画局、総 務局、理 財局、
産業観光局、会計管理者、
選挙管理委員会、人事委員
会及び監査委員の所管に属
する事項並びに他の常任委
員会の所管に属しない事項
▽くらし環境委員会　環境局
及び文化市民局の所管に属する事項
▽教育福祉委員会　保健福祉局及び教育委員
会の所管に属する事項 
▽まちづくり消防委員会　都市計画局、建設
局及び消防局の所管に属する事項
▽交通水道委員会　交通局及び上下水道局の
所管に属する事項

【
京
の
旬
野
菜
推
奨
事
業
】
市
内
で
生
産
さ
れ
る
旬
の
野

菜
を
市
民
に
供
給
す
る
体
制
を
整
備
し
、
京
都
市
内
産

野
菜
の
伝
統
を
守
り
、
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
事
業

常
任
委
員
会
が
再
編
さ
れ
ま
し
た

委員氏名は50音順
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古紙配合100％の再生紙と環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

地域福祉の担い手の活動内容を調査
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て

　地域社会の福祉を向上するため、民生委員や老人
福祉員、社会福祉協議会、ＮＰＯやボランティア団体
など、さまざまな方々が活動されています。京都市の
調査では地域の民生委員や老人福祉員について「顔
も名前も知らない」と答えたお年寄りが半数にのぼる
という実態が明らかになりました。そこで「自民党議
員団ニュース」では今回、京都市から委嘱等をされ、地
域福祉を担っている（又は推進されている）委員、相談
員の皆様の活動内容について特集しました。

民生委員・児童委員
主任児童委員

（設置の目的）民生委員は福祉行政の協力機関として、低所
得者世帯などの支援を主
な目的とし、児童福祉法
の規定により児童委員を
兼ねています。近年では
民生委員・児童委員に地
域の高齢者を取り巻く諸
課題の解決に係る負担が
大きくなる一方、児童虐
待等の深刻化に対応する
ため児童福祉を専門的に
担当する主任児童委員が
設置されました。（平成6
年）。
（従事事務の内容）高齢
者の見守り活動、子育てサークル等による子育て支援など
の活動を通じて地域社会と孤立しがちな高齢者や子育て
家庭をつなぐ役割を果たすとともに、地域での生活に困っ
ておられる地域住民の相談に応じ、福祉施策に関する情報
提供を行います。
（選任方法）法令及び国通知に基づき、民生委員・児童委
員、主任児童委員ともに、各学区を単位として、地元から審
査選考のうえ推薦のあった候補者について、区域、市域に
おいても審査選考を行い、そのうえで、推薦を受けた市長
が杜会福祉審議会の諮問・答申を経て厚生労働大臣に推
薦し、厚生労働大臣が委嘱。
（従事者数）2，713人（うち主任児童委員395人）

老人福祉員
（設置の目的）地域社会において高齢者が安心して日常生
活を営める環境を整え、ひとり暮らし高齢者等の福祉の向
上を図ることを目的とします。
（従事事務の内容）市内在住の概ね65歳以上のひとり暮ら
し高齢者等を対象に、安否確認や相談活動を行います。
（選任方法）健康で、高齢者福祉に熱意と理解があり、活動
対象となる高齢者を常時訪問できる者のうち、各学区民生
児童委員協議会の推薦に基づき、市長が委嘱。
（従事者数）1，211人

身体障害者相談員
（設置の目的）身体に障害のある人の更生援護の相談に応
じ、必要な指導を行うとともに身体に障害のある人の地域
活動の推進、関係機関に関する協力、援護思想の普及等身
体に障害のある人の福祉の増進に資することを目的としま
す。
（従事事務の内容）①身体に障害のある人の地域活動の中
核体となり、その活動の推進を図ります。②身体に障害の
ある人の更生援護に関する相談に応じ必要な指導を行い
ます。③身体に障害のある人の更生援護につき関係機関の
業務に協力します。④身体に障害のある人に対する住民の
認識と理解を深めるために関係団体等との連携を図って
援護思想の普及に努めます。
（選任方法）福祉事務所長の推薦により市長が委嘱。
（従事者数）103人

知的障害者相談員
（設置の目的）知的障害のある人の更生援護に関し.本人又
はその保護者等からの相談に応じ必要な措置、助言を行う
とともに、関係機関の業務の円滑な遂行及び援護思想の普
及に資する業務を行い、知的障害者の福祉の増進を図るこ
とを目的とします。
（従事事務の内容）①知的障害のある人の家庭における養
育、生活等に関する相談に応じ、必要な助言、指導を行いま
す。②知的障害のある人の施設入所、就学、就職等に関し、
関連機関へ連絡します。③知的障害のある人に対する援護
思想の普及に努めます。
（選任方法）福祉事務所長の推薦により市長が委嘱。
（従事者数）48人

発達相談員
（設置の目的）本人又はその保護者等からの相談に応じ、
必要な措置・助言を行うとともに、関係機関の業務の円滑
な遂行及び援護思想の普及啓発に資する活動を行い、発
達障害のある人の福祉の増進を図ることを目的とします。
（従事事務の内容）①発達障害のある人の家庭における養
育、生活等に関する相談に応じ、必要な助言、指導を行いま
す。②発達障害のある人の就学、就職等に関し関係機関へ
連絡します。③発達障害のある人に対する援護思想の普及
に努めます。
（選任方法）関係団体からの推薦により市長が委嘱。
（従事者数）20人

介護相談員
（設置の目的）利用者の疑問や不満、不安の解消を図るとと
もに、介護相談員の派遣を受けた事業所における介護サー
ビスの質的な向上を図ることを目的とします。
（従事事務の内容）介護相談員が、介護老人福祉施設等の
介護サービスを提供している施設等を訪問し、サービス利
用者やその家族等からの相談に応じ、サービスを提供して
いる施設等との間に立って、問題解決に向けた手助けを行
います。
（選任方法）市民公募により市長が選定。
（従事者数）28人

そ
れ
ぞ
れ
の
従
事
者
数
は

平
成
20
年
４
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１
日
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は

５
月
１
日
現
在
の
京
都
市

内
に
お
け
る
実
員
数

厚生労働省育成環境課

〒604-8571京都市中京区河原町御池
自民党京都市会議員団
E-mail : jimin3@nifty.com  FAX.257-3091

自民党議員団ニュースは福祉に関することや、
その他広く市政に関することのご意見をお待ちしています。


